

























































































































































































































































ン」と記した。                             .
② シエラレオネは1961年に独立しているが、独立以前のことを論じる際も、後にシエラ
レオネとなる地域を「シエラレオネ」と表記している。














APC Gff People's Congress)
全人民会議党
CDF (Civil Defense Force)
市民防衛軍
CLRRD (Conlllission for the Management
of Strategic Resource, National Reconstruction and Development
戦略資源管理国家再建開発委員会
DDR (Disarmament, Demobilization and Reintegration)
武装解除・動員解除 。社会再統合
ECOMOC (ECOWAS Monitoring Croup)
西アフリカ諸国平和維持軍
ECOWAS (Economic COmIIlunity Of West African State)
西アフリカ諸国経済共同体
EO(Executive Outcomes) * EO社と表記
ェクゼクティプ・アゥトカムズ社
HRT (Human Rig h t s Watch)
ヒューマン・ライツ・ ウォッチ
IllF (International Monetary Fund)
国際通貨基金
ICG (International Crisis Group)
インターナショナル・クライシス・グループ
ISU (Internal Security Unit)
国家治安部隊
JCL (the 」ustice Coalition of Liberia)
リベ リア正義連合
LUDF (Liberian United Defense Force)
リベリア人連合防衛軍
LURD (Liberian United for Reconciliation and Democracy)
リベ リア民主和解連合
llRM (Movement for the Redemption of Liberian Llosleln)
リベリア・ムスリム救済運動
NOC (National Coordinating Committee  of CDF)
CDF国家調整委員会
NPRC (National Provisional Ruling Council)
国家暫定統治評議会
NPWJ (No Peace Without JuStice)
正義なければ平和なし(NGO名)
Vll
OAU (Organization of African Unity)
アフリカ統一機構
ODL (0rganization of Displaced Liberians)
リベリア人避難民組合
PKO (Peace Keeping Operations)
平和維持活動
RUF (Revolutionary United Front of Sierra Leone)
シエラレオネ革命統一戦線
SCSL (Special Court for Sierra Leone)
シエラレオネ特別裁判所
SPLA (Sudan People's Liberation Aroy)
スーダン人民解放軍
SSD (Special security Division)
特別治安部門
SSS (Special Security Senice)
特別治安部隊
TDF (Territorial Defense Force)
領土防衛隊
TRC (Truth and Reconciliation Conunission)
真実和解委員会
LJDL (Union of Democratic Forces of Liberia)
リベリア民主部隊連合
ULIMO (United Liberation ‖ovem nt of Liberia for Democracy)
リベ リア民主統一解放運動















































写真9-1.現在のタリア          ,
写真9-2.ノーマンに提供された家 (タリア)
写真9-3.ヘリポー トとして使われた学校の校庭 (タリア)
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なくとも97人に上る(落合2003b:343,Human Rights Watch 1999)。
序論
シエラレオネ内戦に関する先行研究は RllFに焦点があてられてきた。しかし、カマジョ








































































































領官邸(State House)から逃げた(Gberie 2005: 68,Pham 2005:89)。「クーデター首謀者」
たちは、図らずも政権の座を手にすることとなった l。 彼らは 「国家暫定統治評議会」
(National ProvisiOnal Ruling Council:NPRC)を設立し、クーデター首謀者の中でも最も














オネの国上の大半は、背丈以上のブッシュ (藪)に覆われている (Little 1967:60)。ブ
ッシュには人が通れるだけの小道があり各地を結んでいる (この小道は「ブッシュ小道」































































亡命した後のシエラレオネでは、ジョニ ・ーポール・コロマ少佐(MajOr Jonny Paul Koroma)







国際社会はカパー政権の側に立った。国連やアフリカ統一機構 (Organization of African
Unity:OAU)も非難声明を出した。ナイジェリア軍を主体とするアフリカ諸国平和維持軍

































た地域機構「西アフリカ経済共同体」(Economic Colnnlunity of West African States:ECOWAS)
の議長国 トー ゴや ECOMOG派遣国 (ナイジェリアのほか、ギニア、マリ、ガーナ)、 英国、
米国および国連事務総長代表が和平交渉のセッティングを進め、1999年5月に交渉が開始
した。サンコーはその交渉のために トー ゴヘと渡つている。1999年7月、カバー大統領と





for the Management of Strategic Resource, National Reconstruction and Development:
CMRRD)の新設とサンコーの同委員長職への就任が定められた。












































































第3節.カマジョーの特徴            ,















(HA) Freeman Stewart "Kamajor fighters in Bo" Stewart Freeman Archive. [cited at 5 March
20121<htrp'. / /archi ve. stuartfreedman. com/)
写■1-3.ロンコ
(H&) Kamajor 'Ronko' Vest, SLNM.20ll.0t0.04, Sierra Leone National Museum. [cited at 10
April 2012J (http: / /www. sierraleoneheritage. org)
12





















  (Ferme 2001: 26-27)
村は、野獣や精霊、外部の人間からの脅威 にさらされている。そ うした脅威 に対処する役
割 も狩人カマジョーが担ったのである (Abrahall1 1978:10,Ferme 2001:26)。狩人カマジ
ョーは、超 自然的な力を身に着けているとされ、住民か らも畏怖の念で見られた (Ferme









(Fithen and Richards 2005: 127)
狩人カマジョーは、このような高度な技術を持つため、内戦中に作られた狩人民兵でも中



















































































Weinstein)の研究である(Humphrey and Weinstein 2004)。この研究は、各武装勢力の元戦








1章 カマジョーとシエラレオネの概要       16
















6豪受1ンスrいる  (Hoffman 2004a, 2004b, 2005a, 2005b, 2006, 2007a, 2007b, 201la, 201lb,
201lc, Ferme and Hoffman 2004)。
ホフマンによると、CDFは「軍事組織」と捉えるべきではなく、軍事化 した社会ネ ットワ
ークと理解すべきだという。この解釈をホフマンが最初に提示したのはシエラレオネ特別





















1991  1992  1993  1994  1995  1996  1997  1998  1999  2000























出典 :Humphrey and Weinstein(2004)に基づき筆者作成
1章 カマジョーとシエラレオネの概要
裁判所(Special cOurt for Sierra Leone:SCSL)であった。この裁判所は、1996年H月
30日以降のシエラレオネ内戦で行われた戦争犯罪および人道に対する罪について「最も責









































































































































































































































































































国家論の中では「新家産制」という用語は定着してきたように思われる (Bratton and van
















ズムを描いている(Jakson and Rosberg 1982)。
しかし、1980年代以降、新家産制に対する認識は否定的なものに変化していく。経済停
滞、腐敗、制度の機能不全、権威主義体制、政治的暴力、クーデターの元凶と見なされる
ようになった (Chabal and Daloz,1999:83,Erdmann and Enge1 2006,Pitcher et al.2009,






















































































































































































































である (MOdard 1992 cited in Utas 2012:7).





























































し運営される国家の在 り方が描かれてきた。シャパル (Patrick Chabal)とダロー
(」ean―Pascal Daloz)は、公的な国家機構が機能せず、汚職や政治暴力が蔓延し、法的な秩
序も保たれていない国家の中で、巧みな操作で自らの利益を誘導する政治エリー トの手腕
を指して「無秩序の政治的道具化J(political instrul■entalization of disorder)と呼ん




















































している。    ・
パ トロンを見つけ出し、その人物に忠誠を誓うことは、セイフティ・ネットとしての側
面を持つ。シエラレオネには「自分自身で自立できる人間なんていない、誰もが誰かに支























力やエリー ト的価値とは無縁な生活をしている人々だつたという理解 もある(Bangura 1997,Abdullah






































Norman)である。ノーマンはカバー政権下で国防副大臣(Doputy Minister of Defense)や内
務大臣(Minister Of lnternational Affairs)の経験がある。彼は、CDFの「国家調整役J
(National Coordinator)と呼ばれ、事実上のリー ダーシップを握つた。二人目がアリウ・
コンデワ(Aliu Kondewa)である。コンデワは、内戦中にイニシエーターとして名を馳せ、



















える存在である。彼 の PCネッ トワー クは、CDFのPCネッ トワー クの一部 とい える。 この
PCネッ トワー クがいか に運営 されたか を見 ることで、カマ ジ ョー/CDFにお ける PCネッ ト








































































































































・ 20H年9月11日-10月9日、シエラレオネ、29日間  .





































































































































































第3章調査 。研究の手法      41
ダイヤモンド採掘の側面が注目されてきたRUFの、異なる側面に注目した研究だといえるlL
その語りから得たペーターズの結論は、RllFはイデオロギーに裏打ちされた、規律のとれ














































































































































f/鉗昭 胎 ″″ ど 万οf“εθ動 ∬arra ιθ
“


































































































地図一-1991年から2002年までの国際人道法違反』(Conflict Mapping in Sierra Leone:


































































Trascript of The Prosecutor of the Special Court vo SalBIIinga Nor口an, lloinina Fofana, Allieu Kondewa














に共通した特徴を抽出するという作業が中心となるため (cfo JohnsOn 2000,Kalyvas 2006,
Weinstein 2007)、ひとつの事例が深く分析されることが少なかった。政治科学が行つてい
る複数の事例に共通に見られる特徴だけに注目し、理論化や説明モデルを構築することは、























































‐者を含む国家の トップ数人の人脈を問題としているものに限られている (Jackson and
Rosberg 1982, Reno 1995a: 1995b)。
日本のルポ・ルタージュは、人脈に注目し、過去の経緯を明らかにしてきた。そこでは、
制度や政策、あるいは、政治の展開の要因として人脈に着日し、アクターの人間関係を詳








































シエラレオネ会社(Sierra Lcone Company)によつて運営されていたフリー タウンは、1808
年、イギリス政府の手に渡り、イギリスの直轄植民地(crOwn colony)となった。この時、
植民地となつたのはフリー タウンおよびその周辺に限られていた。直轄植民地となつた後
も、入植は繰り返された。イギリスは、1807年に制定された奴隷貿易禁止法CAn Act for the
Abolition of the Slave Trade)に基づいて、アフリカ沿岸で奴隷貿易を取り締まつた。
拿捕された奴隷貿易船にいた奴隷はフリー タウンで解放された (彼らは「奪還奴隷」と呼












































‐ …‐  ―
|||口:…
































































(ISierra Leone" 1992:1711)。また、「町」(town)は人口が 1000人以上の集落を指す。



















































状況に合わせて母親の民族名を名乗る場合もある10。               °
■牛tメンデロが目されている地壌
(JJJ町)   “
“
ende,'  (no d。) UCLA Language uaterial




































これらの役職は 1937年の部族当局令(Tribal Authorities Ordinance,No.8 of 1937)
によつて制度化され、法的に設置が義務付けられた。1961年にシエラレオネが独立した後
も、チーフダム制度はほぼそのままの形で継承され、地方行政機構として機能した (落合
2007)。                                                                   、
本研究では、チーフダムの統治にあたる権力者層を「伝統的権威」(traditional




















という(Fenton 1933 cited in Abraham 1978: 36)。
首長は最高首長から自律した地位にあり、日常の行政を担っていた。19世紀後半のヨー
ロッパ人の記録には「最高首長は自分の町の外では権力を有しておらず、首長となんら変

































メンデグラ国(Mendegla)、マカヴォレイ国(Makavoray)、カイ 。ロンド国(Kai Londo)がある(Abrahall1 1978:
33-35)。2シエラレオネは、17世紀には奴隷の調達地とされ、18世紀を通して奴隷の送り元であり続けた。シエラ
レオネで調達された奴隷はジョー ジア州やノースカロライナ州などアメリカ南部でプランテーション労働
に従事した (Oy6tado and Luke 2008).シエラレオネの人々はコメや綿花の栽培技術を持っており、北米






































































校で培われた人脈がある(Clapham 1976:29)。党首となったミル トン・マーガイ (Milton
Margai)20は祖父がパラマウント0チー フであり、支配家系の出身である。副党首であるバ





















Evangelical United Brethren School)である。中等教育・高等教育はフリー タウンで受けた。1921年に




















































































































































































































つに分類している(Bledsoe and Robey 1986).第一に、「カラモコ」(karamOko)28でぁる。
カラモコは、イスラム学校を運営し、学生 (弟子)に知識を伝える者を指す。住み込みで
学ぶ学生による労働や農作業、および学生の親からの供物で生計を立てた (学生は 5歳以









術」を指す。men(「人」)は英語のmanである (Bledsoe and Robey 1986:223,n.5)。そのまま、メンデ
語として定着した。
4章 背景 65
含まれる (Bledsoe and Robey 1986:208-209,223n.5)30。
カラモコやモリメンは、町や村のイスラム学校で学んだあと、さらに教育を重ねるため
に西アフリカ各地のイスラム学校で学んだり、各地のイスラム知識人と交流を深めたりし´





















































































































































































臣(Ministry of Defense)(任期 :1981～82年)や参謀長(Chief of Staff)の経験を持つエ




























月 31日、筆者のフィール ドノートより (この時、国境近くの町ポトル(Potoru)に滞在していた)。4その目撃場所は、ダルやポトル(Potru)、ケネマ(Kenema)近郊であつた(TRC vol.3A2004:150)。
5 TranScript of r力θ′ン。sθο〃
`ο
r ar ι力θ5,θofa′ ι♭arι ι ι力arfθs ι力an″a/ ,av■οr (SCSL-2003-01-T),
10 January 2008, pp. 958-959.620H年1月13日、ポール・ヘンリー (Paul Henry)、モンロビア。










(Movelllent for the Redemption of Liberian Moslem:駅D」 と統合し、「リベリア民主統
























72011年1月15日、アッパス・カネー(Abbas Kanneh)、タプマン。パーグ。820■年 1月13日、ポール・ヘンリー 、モンロビア。0筆者によるインタピュー (匿名)。
5章 国軍によるリベリア難民や地域住民の動員























在であつた。                               .
スパローの弟も ULIMOに加わっている。彼は兄とは異なり、シエラレオネで育つた。ボ
ー近郊の村で母方の祖父と共に住んでいたという。 リベリアが内戦に巻き込まれる前はし










:° Transcript of The PrOsecutor of the Special Court vo Charles Chankay Taylor (SCSL-2003-01-T),




































司令官を指すとき「兄貴」(bra[big brother])という呼称を用いた。     _   ‐
'                             (Abdullah and Miana 1998)










































を外され、燻製にされる (オー ツ2006:94)。内戦後、大規模な密猟は見られなという (筆者の聞き取り









を動員し、部隊を作ることを提案した (Smith et al.2004:164)。タマボロを組織するた
めにNPRC側でリーダーシップを取つたのは国防大臣(Ministry Of Defense)のサムエル・ コ










して集められた若者は同県カバラ(Kabala,Wara Wara Yagala Chiefdonlpにて軍事訓練を受けた。













































EREDCOllの議長(chairman)を担ったのがアルファ 0ラバ リー(Alpha Lavalie)である。ラ
バリーはイギリスのロンドン大学東洋アフリカ研究学院で博士号を取つた後、シエラレオ
ネに帰国し、シエラレオネ大学ファラ ・ーベイ校(Fourah Bay College,Un市ersity of Sierra

































ラバ リー は、1994年2月8日22、 マノ0ジャンクション(Mano JunctiOn)(ケネマから21
km離れている町)で運転中に、地雷を踏んで爆死した。ラバリー の爆死も、国軍が絡んで
いると噂されている(Hoffman 201la:38)。
多くのカマジョー が、カマジョ=(内戦カマジョー )の淵源を EREDCOMに求めている。
カマジョー の起源が EREDCOMにあると信じられているといつてもよいであろう。上述の語
りを語つたカマジョー も、カマジョー の起源を EREDCOMに求める一人であつた。学術研究
でもそれを踏襲してか、内戦カマジョー の起源として EREDCOMが提示される場合が多い





















2t if yfi! . rtp 7(Bockari
n 
"LavaIie Died a Matyr, o
Kalone)、2010年12月31日、ジョルにて。











































6草 メンウ タン トにおける力 、′シ:1-の1´)の1サ,労
RtlI'のゲリラ戦 |:た、シユtラレオネの地Fl的特性を41かt´て実施された、シエラレオネで11、
人の背 丈以 llσ)中式D低本で澄われた植′liが広範に分lfしていろ,シエラレオネυ)人々は、二






′li′てきたhll′11である。アプラヤシがしばしば見られるため 「アプラヤシ 。ブッシュ l
(oll I〕alm卜ush)tヒも‖｀FI:財■るこヒヽ1)ル,る((}wynnc―J()nc、s(lt をll.1978: 6162).[X161は、
シヨlラレオネυ)れ貞′11を41し~ごtヽる((lwynil(ヽJon(sヽ('t al.1978: 58)ッ シ」Lラレイネυ)はtlJ■う)
4iを記した|ズl′11と比較十ると、メンデ・ラントσ)人卜｀が農村|ブッシュであ/0ことがわかろt













逃|「てしたち イυ)ル,111落if入り、J.1理済みυ,ft llをnit衛する 湖:隊はイli民か逃げて空き家にな
っ′1家で 2、 3H像「りl´、本|′)食||を食い′ヽくすと Lた移動する
(松本2(X)l:1718)




したのである。シエラレオネでは、農耕のほか、狩猟採集 も行つている。そ うした自給 自足
の生活のため村人全員がブッシュに隠れて暮 らすことも可能であった。襲撃にあつたときの
住民の行動を示すため、モヤンパ県モカンジ(Mokanji)に住んでいた一般女性の語 りを提示






















































































































ンジャラ 。タウン(Njala town,Komboya Chiefdom,Bo District)がRUFに襲撃されたとき、混
乱に乗じて一人の司令官が殺された。その司令官は命令に忠実な軍人であつた。彼が殺されて以
来、その部隊は計画的に略奪を繰 り返した。銃をぶっ放 しながらトラックで村へと乗 り入れ、食
料や貴重品をトラックに積み込んで去って行つた。
1                                                    . (Amnesty lnternational 1995)
このような略奪行為を行 う国軍兵士は、国軍 (soldier)でも、反徒(rebel)でもあるとい う


























'Four Soldiers Arested with Looted Property, " The New Citizen (24 May, l9g3)
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(Krim Civil Defense Unit)はボンス県とプジュン県の境界に位置するいくつかのチーフダ
ムが協力することで作られた狩人民兵である5。 また、ボーの町では、町の有力者やチーフ
が集まり「ボー市民防衛委員会」(Civil Defense Comittee in Bo)を結成した(Hoffman 20H:
73)。この組織は若者を動員し、夜のパ トロールや検問所の設置を行つた(筆者の調査より)。




























5プジュン県のマノ・サクリム 。チーフダム(Mano Sakrim Chiefdom)、ヤケモ・プクム・チーフダム
(Yakelno―Kpukumu ChifedoO、および、ポンス県のクフメパイ・クッム・チーフダムが参加した。°その頃はリニア・チーフダム(Linia Chiefdom)と呼ばれていたが、合併によリパルニア・チーフダムと









Chiefdom,Bo District)やバベ・チーフダム(3agbe Chiefdom,3o District)〔近隣のチーフダム〕
も同じように若者を組織しはじめた。1994年6月までには、狩人をはじめとした2800名の若者が
武器弾薬を保持するまでとなつた。

















































































いう(Snith et.al。 2004: 313)。2ポアジプは、近郊のチーフダムにとつて、ビジネスの中心である。ダイヤモンドや金を扱うディーラー
のオフィスがあった。
13筆者によるインタビュー、モハメド・ ドゥワイ、2009年H月27日、フリー タウン.
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(3)テルの虐殺
ノーマン率いるジャイマ・ボンゴ・チーフダムの狩人民兵は成功を収め、何度も反徒を撃
退 している。 しかし、そのジャイマ・ ボンゴ 0チー フダウに対 して、RllFは大規模な攻勢を
































それをまとめるリー ダーとして頭角を現していつた。           ‐







‐   l. ′ || || || |||   |,||













それた。                    .
1995年頃、ボンス県の狩人民兵は、呪医やイスラム知識人から加入儀礼を受けるようにな
る。多くの先行研究では、カマジョー の加入儀礼は、シエラレオネ特別裁判所に訴追された











































ている(Alie 2005,Gberie 2005,TRC 3A 2004:217,Wlodarczyk 2009)L
第二の伝承は筆者が聞いたものである。語り手はコンデワの下で加入儀礼の補佐役を担つ
















84)。このス トー リー が最初に登場するのはMuana(1997)であり、ムアナ自身が国内避難民からインタピュ
ーで聞きとつたものである。
"ドクター・マサレー 、2011年1月3日、ポー.













































































































































形成した。各チーフダムのカマジョー は、「行動班」(action group)と呼ばれるひ つの行
動単位を形成する。略して、「AG」と呼ばれたそうだ。AGのリー ダーとして「チーフ司令官」












































ャンプ・ライオン」(Canlp Lion)を設置している。マトゥル 。ジョン(Matru Jong)(都市名)近郊の油ヤシ
プランテーションに設けられたこの基地へはコー トジボワー ルから軍事物資が海路で提供された。ハイプラヒム・タッカー、2009年H月23日、マ トゥ′L



















































































(Musana 1997)。                                     .
筆者は調査の中でボー市から数キロの場所に設置されたゴンダマ避難民キャンプ



























































マジョー 結社に加入したカマジョー となり、自らをカマジョー と称するようになった。
(1)メンデ・ランドヘのカマジョーの拡大        ,
前章では、ボンス県カレ村で加入儀礼がはじめられたことを確認した。カレ村で加入儀



































サダム・シェリフはボー ヘと遠征をした。ポー に着くと、彼のキャピネットの一人、 ドクター ・ジ
ベオ(Dr.Jibe。)はカレ村へと戻つてきた。サダム・シェリフと、もう一人のキャビネット、カモ・




5ァルパート・ナロ (Albert Nallo)、2011年H月8日、フリー タウン。6ドクタ_.マサレー 、2011年1月2日、ポー。7それまでは、メンデの自警組織は、カマジョー (「狩人」が中心となつていることから)、狩人民兵(Hunter
militia)、自警組織(Vigilante)などと称されてきた。それが「カマジョー 」に統一されていく (″KamajOr








































いたものの、再度、同じボー県内にあるゴンダマ 。キャンプにいくように命令されたという(Smith et al.





















































































































































































































































































ングの「カッセラ戦争委員会」(Kassela War Council)やカモ・モニュル(Kalooh Monuru)鋭の


























たに作られたものである。                                   .332010年12月31日、スパローょり。
34すべての加入儀ネLが、短期間化。大規模化しているというわけではない。同じ1996年に、待ち伏せの方






















































































































ひとつめが、エディ・マサレー (Eddie Massalley)率いるカマジョー 集団である (以下、
「エディ」と表記)。 エディは、国軍とカマジョー をつなぐ連絡将校(liaison Officer)と
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いて以下のように述べる(Keen 2005:200)。             ・
国家の制度として国軍の存在は、実際に脅かされていた。…我々の不満は政府に無視されていた。







はパデンバ通 り刑務所(Pademba Road PrisOn)へ向かつた。パデンバ通り刑務所にはコロマ
少佐が先のクーデター未遂事件の首謀者として収監されていた。現地の新間ではクーデタ























6 Position Statement of the Sierra Leone army[SLA]and the Armed Forces Revolutionary Council[AFRC],
Saturday 18 September 1999, pp. 1-3, sited in Keen (2005: 200)。












































私は1997年、MSF〔国境なき医師団/M6decins sans Frontiёre 〕"で働いており、モヤン′｀ (Moyamba,








































″医療 。人道援助を提供するNGO。            ・
























































































































































































彼 らはECOMOGが軍事政権に対 して武力攻撃を行つていることを知っていた。 さらにシエ
ラレオネ=リベ リア国境の リベ リア側はECOll∝によつて管理 されていた。AFRCやRUFにと
つて リベ リア側へと侵入す るのは自殺行為であるため、彼 らは国境を越えて追つてはこな
かつたとい う。一方、カマジョーは難民として自由に両国を行き来 した。ジェンデマ・ カ
マジョーの幹部はECOMOGからの支援を取 り付けるため、リベ リアの首都モンロビアに赴き、
支援を求めることにした。エディは以下のように語る。
ECOMCXlからの援助はカマジョー 側から申し入れた。「参謀長J(Chief of StafOを宛て名にしたレタ
ーを書き、それをECOMOG本部へと持参した。私のほか、イプラヒム・タッカーやジョン・スワレイと
ともに車でモンロビアまで出たんだ。我々は参謀長アプドゥル・ワン。モハメド准将(Brigadier
_ Ceneral Abdul―Clne llohanulled)24と面会するこ ができた。その返答は「君たちの大統領の了解が得ら
れるまで支援は約束できない」というものだった。我々は、ジェンデマヘと戻つた。…ある日、ECOM∝














ジェンデマ 0カマジョー がプロパガンダとして用いた CDFの構想はモンロビアで活動し
たシエラレオネ人による地下組織から生まれた。各民族の武装勢力をまとめ上げた組織 CDF




最高司令官(chief of army stafOとなる。彼の略歴 については、以下の記事を参照。Agbaegbu,Tobs







レオネ人が ノー マン|と()に14:りlilドた 1)t/9でル,ろ, 彼′)はリベ リアの尚都モン1'lfアで
活動を行い、ジェンデ 、ー′。か、′シ:,一やそυ)他のカ 、ー′ジョー集1月に支援を行った.I:(I刈(X〕
カギ)の物資支援υパ↑Fll(ジ行った,この地 ド組織は以 卜の 1点で1贅要である、第 に、 ノー








組織が作「リオlル′彼「)は「1(|:li蓑復興運動1(晰)vcmc111 loF Rcslolation ol lk・nll xlヽary)
と名乗った しいう.
民 li l:滝復l■l運動とい う名は、Ll[実和1解委il tt υ)最終報 (`|::卜に 1)〈秀場する しか し、そ
二で記されていろ1(|:li掟復り!運l」lJlヒは、525'11件の後、シエラレすネ内外でおこ )´′l AI:R(｀
に対する反対運動を指す.えll f′レオネIII内でこυ)運動に参加ll´た計は、交場商や仁イ)を
通 して各地のカ 、ー′シ:,一lυ)il絡||1介役 /1・111い、力‐、′ジ:l一′、υ)食糧 支援をil )´た .しいう
そのi`llflJlυ)中で、1(li li茂復興iI動では ノー 、ノンか「りυ),::|りIを待 )´υ)が11通υ)J 解´ il'1貞ヒ
ノr′,‐Cいオ1(lR(｀ 3A 2001: 2(ヽ7),






















































































28 Sierra Leone News (August 199?), News Archives, Sierra Leone Web. l0ited at l3th Novenber, 2Ol2)<
http:. / /utwn. s ierra-leone. org/Archives/slnews0897. html)
132
8章 リベリア国境からの戦い 133
とを語つたスパ ローはい う。「彼はイエス・マンが欲 しかつたんだ」。その後、ルメは ECOMOG
からカマジョー ヘと提供された支援物資の管理も行うようになつた。
モンロビアの地下組織はノー マンとともにカバー亡命政権から派遣された数名の人物を
通 して、シエ ラ レオネ 内外 とコンタク トを持 っていた。M.S.ドゥンブヤ (M.S.DtL7nbuya)
は、ギニアにいるカバー大統領によリリベリアヘと派遣された。カバー大統領は、CDFが民
族主義的とのそしりをうけぬように、リンバ人 (北部の民族)である彼をリベリアヘと派






カバー大統領は8月に ドゥンプヤをギニアヘと呼び寄せ、 リベ リアヘと派遣 した(TRC 3A
2004:254-256)。その他、テジャン・サンコー議員(Honarable Tejan Sankoh)や、M. .カ
ロン議員(Hoiarable Mo S.Kallon)といった国会議員もリベ リアヘと派遣 されている。
(2)ノーマンとECOMOG
ジェンデマ・カマジョー に呼び寄せられたノーマンはECOMOGからの支援を手中に収める





































































































(Smith et al.  2004: 506-507)
その他にも、ジェンデマ 0カマジョー についてはいくつかの報道が見られる33.ここでは、








だ」と伝えた。                          ´
・ 7月29日
(リベリアの首都モンロビアでリリースされたカマジョーのプレス 0リリ‐ス)
33 Sierra Leone News Ouly 1997), News Archives, Sierra Leone Yeb. [Cited at ?th November, 2012J<




















































































































ったのであろう。       ,
リベ リア人戦闘員の動員はスパローの人脈を通 じて実施 された。最 も多 くの戦闘員を集
めてきたのが武装勢力 ULIMOにいたイブラヒム 0ジャロである。ジャロとスパローは LllDF
でいつしょだつた。LUDFは武装勢力 ULIl10としてリベ リアヘ と侵攻 した。スパローはそれ
に参加 しなかったが、彼の知 り合いであるイブラヒム・ ジャロは ULIMOの戦闘員として リ





36セディキェ・ コロマ(Sedikie Koroma)、20H年10月4日、フリー タウン.
8章 リベ リア国境からの戦い 140
別の武装組織からの奴もいる。72時間で100人は集めた。武装勢力が解体したとしても、我々のコ






























































の第二司令官(SecOnd in conlllland/2.I.C)が置かれていた (この人物については調査で
きていない)。
その下位は、軍事部隊と事務スタッフに分かれている。軍事部隊の長は二人の野戦司令
官(General Battle Front Collmlander)である。その下は約 30人から構成される「中隊」
(company)に分けられた。さらに中隊は10人で構成される「分隊」(squad)に分けられてい









43 uLIMOには、政治部[political wing]と軍事部Emilitary wing]があつた。スパローは特別部隊の正式諸











区別をする。二つ星 (two star)、三つ星 (three―star)と呼ばれるのだ。星の数が増えるほ
ど地位の高い事を示 している。これも正規軍に則つた措置 といえる。
当初は 100人程度で始まった特男1部隊は、どんどん膨れ上がっていった。内戦が終わる
までには 300名以上に膨れ上がっていたとい う。人材を増やす場合、分隊を増や した。戦
闘員の数が増加するのは、その部隊が優秀である証だとい う。スパ ローは以下のように述

























































(TRC 3A 20041 259)
ノー マンや地下組織のメンパーがECOMOG大隊総司令部のおかれたリックス学園へと移つた

































































































2 sierra Lcone News(November 1997),News Archives,Sierra Leone Web.[Cited at 13th November,2012]k
http://wwwo sierra―leone.org/Archives/slnewsl197.html〉






















(TRC 3A 2004: 268-269)
ボンス県のカマジョーはこうした自然の要塞を利用 し、カマジョーの拠点を築き上げたの
である。
































































































































Bumbuwai)、カモ・ポニtKamoh Boni)、カモ 。フワード(Kamoh Fuwaめ、ジプリラ(Gobrilla)、C.0.マコ





























































































































































作戦長(Director of Operation)だ。君の上司だ。君は人々に悪いごとをしたJ。 私は、彼を縛り上
げ拘束した。      I
(SCSL、2005年3月10日、筆者による要約)




を始末 しにいつたとい う。シエラレオネ特別裁判所においてナロは多数そ うした事例を
証言 している (2005年3月1日)。


















識人たちは「戦争委員会」(War Council)の設立を提案した (TRC 3A 2004:278)。その提
案にかかわつたパラマウント・チーフは以下のように述べる。
ベース・ゼロには、私を含め、読み書きができる者が数名いた。パラマウント・チーフであるチャ
ールズ・チョー カーCharles caulker)や」・ウイリアム・チー(Jo Winianl Qee)、国会銀のアル













































































































Sandstorm)である(TRC 3A 2005:290).砂嵐作戦にはカマジョー/CDFだけではなく ECOMOG
の実戦部隊も投入されている。この作戦では ECOMOGが中心とな リフリータウンか ら






図 9-2はフリー タウンの周辺地図である。半島の先端にフリー タウン市街が位置する。
その対岸には、ルンギ国際空港(Lungi lnternational Airport)がある。ECOMOGの支配下に
あるルンギ国際空港には、AFRCに反対する警察官や国軍兵士が集まっていた。総勢 172名

















































フ リー タ ウンが ECOMOGの手 に落 ちてか ら、カマ ジ ョー/CDFが来 るまでのボー の様子が シ





















































そのまま使つた"。 … フリー タウンが陥落するとプジュン県の町は次々とRUF/AFRCの手を離れた。
(Smith et al. 2004)
この記述からもわかるようにジェンデマ・カマジョー はECOMOGの手を借り進軍をした。ジ
ンミからジョルを経てケネマやボーヘと至った。ケネマやボーなどの大都市ではジェンデ























































































3   ***
小括
ベース・ゼロの活動は、すでにECOMOGからの支援のチャンネルを獲得したノーマンがジ













































































(Alpha Umar Konare)、ギニアのランサナ・コンテ大統領(Lansana Conte)、ニジェールのイプラ
ヒム・パレ。マイナサラ大統領(Ibrahim Barё Marnassara)がカパー大統領を祝福するために同席













ェル・コーベ(Mitikishi Maxwel Khobe)である (以下、「コーベ」と表記)。
もともとコーがはナイジェリア軍の軍人である。AFRC政権期、ECOM∝シエラレオネ司令









































































図 10-1では、担当長の上には国家広報官(National Public Relation Officer)がいる。
これには但し書きが必要となる。筆者が聞いたところによると、国家広報官の役割は「担










戦争長(Deputy Director of War)であるモハメド・ムサ・オリンコ(Mohanlllled Musa Orinco)
はベース・ゼロで武器弾薬の倉庫を管理していた(SCSL 2004年H月16日、70ページ)。































・ ロジスティックス担当長(Director of Logistics)
ムスタファ・ルメ (モンロピアの地下活動に参加したローカルNGOのオーナー)









・渉外担当長(Director of Public Relation)
チャールズ 0モニウォ(Charles Moniwo)





副輸送担当長(Deputy Director of Transport)
ジョセラ。フェフェグラ(Josepth Fefegura)
・社会サービス担当長(Director of Social Service)
アンプロセ・ナビウ(Ambrose Nabieu)















(Sheik A. To Sesay)
不明
カンピア県(Kambia) 不明 不明
コイナ ドゥグ県(Koinadugu)=f?= v . tt.{
(Nyamakoro Sesay)
不明
































































5ェディ。マサレー 、2010年12月31日、ジュリン。6ァルパート・ナロ、2011年H月8日、フリー タウン.7セディキェ・コロマ、20H年10月4日、フリー タウン.




















































なかった。         ,
(6)ブルックフィールズ・ホテル




















基地と言えば基地である。 しか し、戦闘員の生活の場 と表現 したほ うがしつくりくるだろ





























































































(1)スパローの解放       .
スパローはAFRC政権期、リベリア政府に逮捕されたが、カバー政権の復帰の際に解放さ
れた。スパローの解放はシエラレオネ学生同盟(Sierra Leone Union of Student)がシエラ
レオネ政府に陳情することにより実現したという。陳情を受け取つたのがシェリー ・ブジ
ャマ(Shirley Gbujama)だという。彼女はカバー政権で観光文化大臣(Minister Of Tourism



























10章  政府系勢力CDFの確立と解体 178
スパロー は、1998年後半に撃たれて重傷を負うことになる。スパロー を撃つたのはノー
マンのいとこであったジョセフ0フェフェグラ(」oseph Fefegulla)である。彼は副輸送担
当長(Deputy Director of Transport)であつた。スパロー は撃たれた時のことを語つた。
最初、彼らはジンミ=ジェンデマ間で私を暗殺しようとした。おそらく襲撃に見せかけようとし








































った。タッカーらが、飛行場へ行きノー マンに私をフリー タウンに運ぺと言つた。    l











































































"マー ダ・グレ(Maada Cleh)、20H年10月3日、フリー タウン。





側は「生存者は残さない作戦」(OperatiOn No Living Things)と銘打ち、フリー タウンヘ
と侵攻を始めた。
地方に散らばつていた RllF/AFRCの戦闘員はラジオで聞いた宣言を命令だと捉え、次々




























































フリー タウンヘといつた。16事件でフリー タウンのカマジョー はちりぢりになった。しかし、ポ











物資源を一元管理する戦略資源管理国家再建開発委員会(Conlmission for the Management
of Strategic Resource, National Reconstruction and Development: CMRRD)の新設と同
委員長職へのサンコーの就任が定められた。この和平合意によつてサンコーは閣僚となつ
たのである。以来、サンコーはフリー タウンに住むことになった。
和平プロセスの監視のため国連シエラレオネ派遣団(United Nations Mission in Sierra
19モハメド・ ドゥワイ、2009年H月27日、フリー タウン。
20ァプ 。ノ｀カール・カマラ、2012年9月11日、モンロビア。






































ォファナの弁護資料にも国家調整委員会が言及されている。"Statement of Simon Arthey re Moinina.
Fofana' Supplement for the Fofana Sentencing Brief, SCSL-04-14-T, Special Court for Sierra Leone。









































写真 1卜1.CDFによる2000年3月の作戦 (Voten 2000より)
 ヽ  1`
;∵・









10章  政府系勢力CDFの確立と解体 186
ズ・ホテルで 〔国軍参謀長と〕交渉しているとき、我々が展開した軍事活動だ」と説明を
した。その後、二人は写真に写つた戦闘員たちの今の生活についての情報を交換をしてい
































たのは「リベリア正義連合」(the JustiCe cOalition of Liberia:JCL)、「リベリア人避難民組






















































































10章  政府系勢力CDFの確立と解体 189
ったカマジョーは以下のように述べている。































































































































































令官(National Base Conllnander of Brookfield's Hotel)でもあつた。
31  “scsL-2003-14-I: The Prosecutor vo Samuel Hinga Norman, Moinina Fofana and Allieu Kondewa
lndictment (PDF)" 。 Special Court for Sierra Leone, 5 February 2005。
32  “Jailed fOr S Leone Self―D fenc  Duo," 』鰤に
'″
しFs, 9 0ctober, 2007.[Cited at 24th January, 2013]く
http://news.bbco coo uk/2/hi/africa/7035190。stnl〉










10章  政府系勢ノリCDF υ)確立と解体
(The F.xecut i vo, I l'r' Mar<:h, 2001] )
















































































フリー タウンを掌握したとき、我々は多くのカマジョー をフリー タウンに輸送した。特別部隊も
多く参加している。しかし、その後、ジェンデマ側のカマジョー は、ケネマやジンミに配属される


















のカマジョーは国軍と協力 していた。クライアン トを養 う資源も国軍から調達できた。彼
がいかにして国軍と関わ りを持つよ。うになつたのかを聞きそびれたのは筆者の責任である。
525事件後、国軍と対立することにより、エディの資源の入手先はECOMOGへとシフトす






































































































































































































































































































































ーペとの調整役を担うようになった 〔当時、コー ペは ECOL10Cシエラレオネ司令官[ECOM∝force





































11章 ライフヒス トリー 206
1971年生まれのリベ リア人である。彼は特別部隊に入るまでシエラレオネと関係を持って
いたわけではない2.第一次 リベ リア内戦の時、彼は リベ リア国軍の兵士であった。しかし、
リベ リア国軍が衰えつつあつたため、ULIMOへと移動する。知 り合いを見つけて、そのツテ

























































最後のライフヒス トリー は、スパローがコーベから提供される資源を CDFへと分配する
ようになってから特別部隊へと入つたカマジョーについてである。






















































ジェンデマでは県野戦司令官(District Battle Field Comlnander)であつた。戦間を考え、何人
必要かを「大隊長タシカー」(“Bo C Tucker"/Battalion Comnlander)に報告する役割である。
フリー タウンを奪い返した後は、ケネマに駐留し、前線を転々とすることになつた。1998年末には
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